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実証対象技術の整理について

環境技術実証事業で実証対象とする VOC 簡易測定技術について、使用用途、測定対象と

する物質及び測定原理（方法も含む）の観点から、以下のような整理を行った。

1. 用途からの整理

 改正大気汚染防止法では、法規制と事業者の自主的取組のベスト・ミックス

手法により、効率的に VOC の排出抑制を実施している。事業者における自主

的な取組内容の例としては、原材料又は製品の低 VOC 化、工程の改善・改良

等、VOC 処理装置の導入などが挙げられるが、これら取組に際しては、下記

の PDCA サイクルを展開していくのが、効果・効率的である。

図表 1 VOC 排出抑制対策における簡易測定技術の位置づけ
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 このうち、「CHECK」段階では、事業者は作業環境の改善、溶剤コストの削減

といった削減メリットや、期間（月間）ごとの収支による VOC 排出量などで、

講じた対策の効果を把握することができる。

 さらに、工程ライン・排出口における VOC 濃度を事業者が必要とする範囲の

精度で、（可能であれば）リアルタイムに、簡易に測定し把握できれば、改善・

改良すべき箇所が明確になり、有用である。

 実際に、東京都などでは、事業者の VOC 対策を助言する事業を展開している

が、現場の工程における VOC 濃度の測定が、重要なポイントとなっている。

本事業では以上の点に有用と期待できる技術を実証対象とする。
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なお、VOC 簡易測定器の現状については、販売者より公表されている資料等などから、

 法規制により排出基準が定められているエンドオブパイプでの測定

 工程管理、環境管理、機器管理等の施設内での測定

 その他研究機関や処理装置メーカーの研究／開発での利用

などが、その主な利用用途であるが、中小企業にはＶＯＣ簡易測定の有用性・技術情報な

どは十分認知されていないことから、環境技術実証事業において、技術情報を広く公表し

ていくことは意義があるものと考えられる。
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2. 対象物質等からの整理

 いわゆる規制 6 施設からの VOC の排出状況については、以下に示すとおり。

排出量から重要な VOC は一つに特定できない（塗装は、一つの事業所におい

て、少量多品種の塗料を扱っている場合が多い。）。

 したがって、VOC 簡易測定技術については、まずは、複数の物質に対応可能

なものを優先的に実証対象としていく。一方、今回の実証対象の VOC 簡易測

定器の趣旨は、各事業所における取扱溶剤の種類等の実情に応じた自主的取

組に資するものであるという点では、必ずしも各物質ごとの測定値を合計（こ

こでは、物質ごとの測定値にある程度の加成性が成り立つという意味）して

ppmC で表示する機器に実証範囲を限定する必要はなく、また対象物質は限定

しない。したがって、測定原理（方法も含む）についても限定するものでは

ない。

図表 2 改正大気汚染防止法における「自主的取り組み」の位置づけ

出典 H17 第 3 回 VOC 処理技術ワーキンググループ 資料 5
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図表 3 VOC の排出量内訳（2000 年）

出典 ＶＯＣ排出抑制セミナー 関係資料集より引用
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(1) 塗装

① VOC 排出工程

 被塗装物に塗料を塗り付ける塗装施設及び塗装後に被塗装物からVOCを蒸発

させるための乾燥施設（焼付施設を含む）が主要な VOC 排出源である。

図表 4 噴霧塗装における VOC 排出状況

出典 東京都 VOC 対策セミナー資料より引用

② VOC 排出状況

 塗料に含まれる、主要 VOC 成分及びその排出量の推移を以下に示す。

図表 5 塗料の使用に係る物質別 VOC 排出量の推計結果の推移

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）
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 以下に示す様に、塗料に用いられる溶剤は複数の成分（VOC）から構成され

ていることが多い。

 このため、塗装関係の事業所での使用を前提とした VOC 簡易測定機器は複数

成分の VOC が測定可能であると、より有用な場合が多いと思われる。

図表 6 塗料別の物質別塗料溶剤含有率の例（建物；平成 12 年度）

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）
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(2) 接着

① VOC 排出工程

 接着剤を塗布する施設及び塗布後に VOC を蒸発させるための乾燥施設（焼付

施設を含む）が主要な VOC 排出源である。

図表 7 接着及び乾燥施設のＶＯＣ排出形態（ゴム糊引布のコーター施設例）

出典 環境省資料

② VOC 排出状況

 接着剤に含まれる、主要 VOC 成分及びその使用量の推移を以下に示す。

図表 8 接着剤の製造に係る VOC 使用量

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）
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 以下に示す様に、各分野で用いられる接着剤に含まれる VOC は概ね多岐にわ

たっている。

 このため、接着関連事業所での使用を前提とした VOC 簡易測定機器は複数成

分の VOC が測定可能であると、より有用な場合が多いと思われる。

図表 9 需要分野別・物質別 VOC 使用量の推計結果（平成 18 年度）

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）
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(3) 印刷

① VOC 排出工程

 グラビア印刷の用に供する乾燥施設及びオフセット輪転印刷の用に供する乾

燥又は焼付施設が主要な VOC 排出源である。

図表 10 印刷関連事業所の VOC 排出工程

出典 環境省資料

② VOC 排出状況

 印刷用インキに含まれる、主要 VOC の使用量を以下に示す。

図表 11 印刷用インキ中の VOC 使用量の調査結果（平成 18 年度、業界団体調べ）

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）
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 以下に印刷インキ種類別の物質別 VOC 排出量を示す。

図表 12 印刷インキ種類別・物質別 VOC 排出量の推計結果（平成 18 年度）

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）

 グラビアインキをはじめ、印刷インキは多くの成分（VOC）から成るため、

印刷関連事業所での使用を前提とした VOC 簡易測定機器は複数成分の VOC

が測定可能であると、より有用な場合が多いと思われる。



11

(4) 化学製品製造

① VOC 排出工程

 化学製品の製造工程において排出される VOC は、主に溶剤として使用された

VOC を蒸発させて除去する際に排出されるものである。

図表 13 化学製品製造事業所の VOC 排出工程

出典 環境省資料

② VOC 排出状況

 次ページに化学製品製造の際に排出される主要な VOC を示す。

 化学製品製造事業所は、化学肥料製造業、無機化学工業品製造業、有機化学

工業品製造業、化学繊維製造業等多岐にわたり、取り扱うVOCの種類も多い。
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図表 14 物質別 VOC 使用量（平成 18 年度）

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）
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(5) 工業用洗浄

① VOC 排出工程

 VOC を洗浄剤として用いている工業用洗浄施設においては、洗浄工程及びそ

の後の乾燥工程が主要な VOC 排出源である。

図表 15 工業用洗浄事業所の VOC 排出工程

出典 環境省資料

② VOC 排出状況

 工業用洗浄剤の使用に係る物質別 VOC 排出量の推移を以下に示す。

 現在、工業用洗浄に用いられているのは主に塩素系洗浄剤である。

図表 16 工業用洗浄剤の使用に係る物質別 VOC 排出量

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）
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 以下に業種別・物質別 VOC 排出量を示す。

 業種により、塩素系洗浄剤の使用割合が異なる。

図表 17 工業用洗浄剤の使用に係る業種別・物質別 VOC 排出量（平成 18 年度）

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）
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(6) 貯蔵

① VOC 排出工程

 VOC の貯蔵タンクにおいては、VOC を受け入れるときにベント口から VOC

蒸気が放出される。また、貯蔵中に外気温の変化によりタンク内の気相部分

が膨張・収縮し、気温上昇と共にベント口より VOC 蒸気が放出される。

図表 18 貯蔵施設の VOC 排出工程

出典 環境省資料

② VOC 排出状況

 次ページに燃料（蒸発ガス）の貯蔵・出荷に係る VOC 排出量を示す。

 貯蔵施設は VOC を直接使用することを目的としていないため、揮発性が高く

漏洩しやすい VOC（ガソリン等）を取り扱う事業所が主な排出源である。
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図表 19 燃料（蒸発ガス）の貯蔵・出荷に係る VOC 排出量

出典 環境省 揮発性有機化合物排出インベントリ（平成 18 年度排出量）


